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１．再エネ導入拡大に向けた一般送配電事業者の取組み

２．再エネ導入に伴う工事・保全・運用面の課題と対応

➢ 本日は、再生可能エネルギーの導入拡大に向けた一般送配電事業者の取組み、

および、工事・保全・運用面での課題と対応について、ご説明させていただきます。

はじめに
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再エネ導入拡大に向けた取組み（接続検討①）

⚫ 効率的な設備形成の観点から、2021年より、容量を確保している発電所が発電していな
い時間などの「すきま」（下図のオレンジ色部分）を活用して、新しい電源を接続するノンフ
ァーム型接続を導入。

⚫ この方策導入により、設備増強を回避しつつ、既存設備を最大限活用することで連系量を
拡大。

(出典) 再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会 電力ネットワークの次世代化に向けた中間とりまとめ
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10(参考) 再エネ出力制御の状況

（出典）資源エネルギー庁 系統WG （第43回)参考資料１-１

⚫2018年度以降、九州本土エリアで再エネ出力制御が実施されており、2022年4月以降、

東北、中国、四国、北海道、沖縄エリアで、初めて出力制御が行われた。
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１．再生導入拡大に向けた一般送配電事業者の取組み

２．再エネ導入に伴う工事・保全・運用面の課題と対応
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① 工事面の課題と対応（事業者都合による計画変更）

⚫ 近年、再エネ連系工事における事業者都合（事業用地未取得や負担金未払いなど）

による工期変更（繰延）が多発。

⚫ 再エネ連系工事の工期変更に対応するため、一般送配電事業者は、改修工事等の自社

工事を繰延して施工力を調整する例もあり、高経年設備の改修が進まない等の影響が出て

おり、当初確保していた施工力が無駄になるケースも生じている。

⚫ 施工力の有効活用により、再エネ導入拡大と高経年化対策（レジリエンス強化）を両立

すべく、計画変更時は、既工事計画や施工力等を考慮した調整となる旨、再エネ発電事業

者にご理解頂くと共に、工程調整へのご協力をお願いしたい。



























©Transmission & Distribution Grid Council 

26
まとめ

⚫ 一般送配電事業者は、再エネ導入拡大に対応すべく、様々な取組みを行っている。

⚫ 一方、再エネ導入拡大に伴い、工事・保全・運用面で課題も出てきている状況。

⚫ 今後、再エネ導入を更に拡大していくためには、これらの課題解決に向けた再エネ発
電事業者を含む系統利用者の一層のご理解・ご協力が不可欠。

⚫ 一般送配電事業者は、課題の解決に向け、再エネ発電事業者含む系統利用者へ
の種々の理解活動を継続的に行うとともに、今後の更なる再エネ導入拡大にも対応
すべく、行政とも連携し、再エネ発電事業者を含む系統利用者の理解促進に繋が
る対応を検討していきたい。

⚫ 一般送配電事業者は、2050年カーボンニュートラル達成に向け、引き続き、再エネ
発電事業者を始め、様々なステークホルダーの皆さまと共に、再エネ導入拡大に貢献
して参ります。


